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【目的】(1)大阪の近代剣道界が、当時、人々の人気を博した魅力を史料から再発見する。

(2)それらをもとに、旧来の興行とは一線を画し、国内外の観光客のニーズに対応できる、

本格的な「武道ツーリズム」についての提言を大阪から発信する。 

【内容】１問題意識：日本の現代武道は、日本文化としての伝統的側面と、スポーツとし

て心身を鍛える教育的側面とをあわせもつ融合的存在ととらえることができる。本来、武

道がもつ魅力とは、心身の鍛錬を通じて、己れの弱さに打ち勝つプロセスにあり、その役

割は人々の平和のために役立つ人材の育成にある。 

 政府スポーツ庁は 2016年より「スポーツ文化ツーリズム」を推進する上で、その需要拡

大戦略において、スポーツと日本の文化芸術資源を融合させて「武道ツーリズム」を設定

した。とくに武道（柔道・空手・剣道・合気道など）と大相撲は、日本発祥・特有の「み

る・するスポーツ」として、世界の関心が高く、国内及び訪日旅行客の誘致に大いに強み

を期待できる。武道は海外でも愛好家が多く、日本文化への関心が高い層に対しても、発

祥地である日本への関心や訪日意欲を喚起できるからである。課題は受入体制やコンテン

ツの整備・洗練で、既に沖縄県、福島･群馬･茨城 3県、山形県で取り組まれている。 

 ２進め方：(1)歴史的研究では、明治期以降の大阪において、①撃剣興行の盛衰、②警察

剣道の隆盛、③大阪武徳殿等での稽古について研究を深める。(2)「武道ツーリズム」の提

言では、①平日昼間の時間帯に空きのある施設や防具を活用して、観光客向けに剣道体験

事業を創出する。②外国人留学生と連携して、大阪で開催される剣道大会の紹介を外国語

で発信し、体験コーナーを設けて多くの観客を誘致する。③大阪の「武道ツーリズム」の

核として、国際大会も誘致できる「大阪武道センター」を構想する。                                              

【結果】(1)①大阪の撃剣興行についての史料、②大阪府警での稽古や大会等の記録、③大

阪武徳殿の設計図や稽古等の記録を再発見し、大阪が撃剣見世物の発祥地であり、鏡心明

智流が中心と分かった。(2)については「剣道プラットフォーム」の構想までであった。 
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